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２．ビジネスモデル上のリスクの分析とそのリスクの対応策（１）

想定されるビジネスモデルとして、当面の間、政府より排出事業者および輸送・貯留事業者に対して
CAPEX・OPEXについて手厚い支援が行われ、並行してグリーン製品の公共調達・民間企業買取による
価格転嫁の仕組みが整えられCCSコストが広く社会で分担されることで、政府補助に頼らない自立した
CCS産業の創出を目指していく形が考えられる。
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ご清聴ありがとうございました。


